
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      応募締切 

 令和６年１２月１９日 

（木曜日） 

    

   表彰式 

   令和７年６月予定 

    問合せ先：佐賀県くらしの安全安心課 

     食育・計量担当 電話：０９５２－２５－７０６９ 

             FAX：０９５２－２５－７３２７ 

第 18 回佐賀県食育賞の候補者募集中‼ 

 

佐賀県食育賞の候補者募集中‼ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらゆる食育に関する活動で応募できます 

部門及び募集対象者 

◎ボランティア部門≪市町長又は大学等の長からの推薦≫ 

①食生活改善推進員及び食生活改善推進員で構成される団体 

②食育の推進に関わるボランティアとして活動している個人又は団体 

③食育の推進に関わるボランティアとして活動している大学、高等専門

学校及び専門学校の学生又は学生主体の団体 

◎事業者部門≪自薦・他薦（市町長を含む）≫ 

①介護その他の社会福祉、医療、保健に関わる者、関係機関、関係団体 

②農林漁業者、農林業業者を組合とする協同組合及び集落営農等農林漁

業者グループ 

③食品製造・販売その他の事業活動に従事する者 

◎教育関係者部門≪自薦・他薦（市町長・園長等・所長・校長を含む）≫ 

①教育及び保育に関する職務従事者、関係機関、関係団体（認定こども

園・幼稚園・保育所・小中学校・高等学校等） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎募集締切   令和６年１２月１９日（木曜日） 

 

◎募集方法 

以下の佐賀県ホームページにアクセスしていただき、専用

の推薦調書をダウンロードしてください 

 

 

佐賀県ホームページ 

第１８回佐賀県食育賞の候補者募集中‼ 

くらしの安全安心課食育・計量担当まで必要書類を７部、

郵送で提出してください。持参も可能です。 

 住所：〒８４０－８５７０ 

    佐賀県佐賀市城内一丁目 1 番 59 号 

    佐賀県くらしの安全安心課 食育・計量担当 

        電話：０９５２－２５－７０６９ 

   

 

◎審査方法 

 有識者等で構成される審査会において、応募関係書類に

よる審査を行い、受賞者を決定します。 

   ※受賞者決定は、令和７年 3 月頃の予定です。 

 

https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00388550/index.html 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
取組事例 第１７回佐賀県食育賞を受賞された皆様です 

ボランティア部門 

 

【嬉野市食育推進会議 様】 

〇平成 20 年 4 月から活動開始。委員 15 名。学識

経験者、教育・福祉・農業・保健関係者で構成さ

れている。単なる会議として食育について提言

するだけでなく、委員が自主的に幅広く連携し

て食育活動を推進している団体。専門分野の代

表者同志の横のつながりができ、新しい活動に

も発展している。 

・平成 27年「子どもが作る弁当の日」を提案。 

 当初は小学校 5～6年生のみであったが、今では

市内全部の小中学校で年 2 回実践。その活動を

支援するための食育教室を毎年実施している。 

・令和 3年「みそ玉」作りの普及 

 幼稚園、保育園等でみそ作りからみそ玉（手作り

インスタント味噌汁）作りを実践。みそ玉を園児

達が自宅に持ち帰り、バランスの良い朝食摂取

に寄与している。 

 ことなどが評価されました。 

 
教育関係者部門 

          

 しろいし食の日 

 

【多久市立東原庠舎中央校  

栄養教諭 川田 孝子 様】 

〇学校給食に 34年間携わり、地場産品を使った 

給食やかむことを意識した「かむ献立給食」など 

を提供するとともに、児童・生徒に対し、食への 

興味・関心を高めるような食育指導を行っている。 

・「しろいし食の日」「かむ献立給食」 

 白石町で収穫される食材を取り入れた給食やかみ

ごたえのある食材を使った給食をそれぞれ月 1 回

提供している。また、「献立メッセージ」として校内

放送も行っている。 

・47都道府県及び世界の味を紹介する給食を提供 

 食に関心を持ってもらえるように 47 都道府県の味

とさらに「オリ・パラ給食」として、世界各国の味

を紹介する給食を考案し月 1回提供。生徒たちが食

に興味・関心を持つ献立を工夫している。 

・東京 2020 オリンピック・パラリンピックの聖火ラ

ンナーに選出され、食の大切さや学校給食のＰＲを

行った。 

 ことなどが評価されました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

      

 

【唐津市立鏡中学校 教諭 岩井 帆乃香 様】 

○生徒に対して、健全な食習慣を確立するための食

育活動と食品ロスを削減するための教育活動・取

組を推進している。 

特に、「望ましい朝食への理解と習慣化」、「学校給

食の残菜に対する課題意識とその改善」の 2つの

ことについて重点的に取り組んでいる。 

 また、一人一台端末やシンキングツールを用いて

先進的な授業を行い、生徒が主体的に活動できる

ように工夫している。 

・望ましい朝食への理解と習慣化 

①朝食に対する意識調査 

②学活「朝食の必要性について考え、工夫してと

れるようになろう」の授業実施 

③夏休みの朝食セルフチェック 

・学校給食の残菜に対する課題意識とその改善 

①家庭科「食品ロスの現状を知り、自分の食生活

においてできることを見つけよう」の授業実践 

②保健部の残菜チェックの継続、呼びかけなどを

行っている。 

 ことなどが評価されました。 

 

 

【学校法人旭学園佐賀女子短期大学付属 

ひしのみこども園 様】 

○食育カリキュラム（０～5歳児）に基づき、 

食物の栽培や収穫体験、会食などの活動を教 

育・保育の場と位置づけ、また、自園給食を活 

用して食育を推進している。特に、野菜や果物 

の栽培、調理、食事までをワンサイクルとし、 

命の連続・大切さ、自然の営みの大きさなどを 

園児達に感じてほしいと願い、食育活動を行っ 

ている。 

・保護者、地域の方だけでなく、佐賀農業高校 

の生徒とも連携して定期的に独自の食育活動 

を行っている。 

①カレー会  ②田植え体験（佐賀農業高校生

と一緒）③稲刈り体験（佐賀農業高校生と一

緒）④餅つき会  ⑤ 豚汁会 

・これらの取組を園のブログ、ＨＰで発信し、 

各家庭、地域に対し食育の大切さについて啓発 

を行っている。 

ことなどが評価されました。 

 

 


